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辻堂駅西口周辺地区まちづくりニュース（第２5号） 

■ 辻堂駅西口周辺地区のまちづくりの進め方 第 4回まちづくり勉強会が開催されました 

勉強会の様子 平成 27年 2 月 22 日（日）に「辻堂駅西口周辺地区のまちづくり

の進め方第４回まちづくり勉強会」が開催されました。 

これまでの勉強会でいただいた地域の問題点や課題に対して、そ

れぞれの課題解決の方向性を説明した後、それに対する意見をいた

だきました。また、今回の勉強会は、開発事業者による「赤松町工

場跡地の進捗状況についての説明会」と、景観みどり課による「赤

松町工場跡地の景観計画についての説明会」を同時に開催しまし

た。参加者の皆さん、ありがとうございました。 

第4回まちづくり勉強会まちあるき後のワークショップでの主な意見の概要 

■東小和田公園へのトイレの設置について 

・東小和田公園で地域のイベントが頻繁に開催されていることや、通学路に面していることから、特別にトイレ

を設置することはできないか。 

・赤松町工場跡地を活用して、赤松、赤松町のための公共トイレの設置を実現したい。 

■東小和田交差点の渋滞について 

・小和田通りを北に行った先にある赤羽根地域の住民には、辻堂駅へバス等の公共交通を活用して向かう手段が

ない。このことから、自動車の利用が増えるため、渋滞が発生する要因の一つになっているのではないか。 

・東小和田交差点が渋滞する課題解決の方向性として、公共交通機関を工夫することが考えられる。 

■国道１号の信号について 

・国道１号の信号の切り替わる間隔が３分となっており、待機時間が長く感じる。昔は３分で良かったかもしれ

ないが、本当に今の時代にあった間隔であるのか疑問を感じる。 

■赤松通りの横断歩道の設置について 

・安全性・利便性を考慮すると、ガソリンスタンドの位置に横断歩道を設置することが望ましい。 

■コミュニティ広場について 

・かまどベンチ等災害時に役に立つ設備を設置して欲しい。 

■YU-ZUルームについて 

・赤松、赤松町に住んでいるお年寄りにとって、小和田地区コミュニティセンターは遠い。 

・小和田地区コミュニティセンターに行ける人は限られるため、YU-ZUルームがそれに代わる大人数で会議や催

し物ができる施設としたい。 

・広い調理場があるとよい。 

・YU-ZUルームの維持管理費のねん出方法と運営体制をどうするかの話し合いの場を何回か行う必要がある。 

・今後YU-ZUルームについての話合いの場に、子育て世代の人も参加できるような日程で調整できるとよい。 

■自転車のまちづくりについて 

・子どもたちが自転車で安全に走行できるように、赤松通り以外にも、自転車道を設置する必要があるのではな

いか。 

・赤松町から海岸まで自転車道が繋がるとよい。 



辻堂駅西口周辺地区のまちづくりについて、ご意見・ご要望は、こちらまで 
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■ 茅ヶ崎市赤松町地区公園緑地など公共空間に関する勉強会が開催されました 

平成 27年 2 月 22 日（日）に開催した辻堂駅西口周辺地区のまちづくりの進め方第 4回まちづ

くり勉強会でのご意見を受け、平成 27 年 3 月 20日（金）に本宿自治会館で「茅ヶ崎市赤松町地

区公園緑地など公共空間に関する勉強会」を開催し、各自治会より約 30 名の方が参加されまし

た。 

勉強会では、開発事業者による、茅ヶ崎市赤松町地区で行った土壌・地下水汚染状況調査の実

施結果を報告したのち、公共空間（コミュニティ広場、公園、コミュニティ用地に整備予定のＹ

Ｕ-ＺＵルーム等）の整備内容の検討の進め方について説明を行い、ＹＵ-ＺＵルームについて、

地域の皆さんが求める機能や施設運営方法等についての意見交換をしました。 

今後も検討会として、継続的な検討を行っていきます。 

参加者の皆さま、ありがとうございました。 
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■公共空間の整備イメージ


